
四項 を加え, タイ正月 Songkranがビルマの正月

Thingyanを語源 としている等文化交渉の資料を豊

富に与え,類書の少ないこの方面にあって甚だ便利な

概論として一読をすすめたい好著である.

(工藤成樹)

AbVey,RutIl(ed.).･hdonesizL.Sontlte&st
AsiaStudies,YaletJniversity(Byarran-
gementwithErafPress).1963.j坤.471

本書は,HumanRelationsAreaFilesのSurvey

ofWorldCulturesシリーズの一冊であるが,イン

ドネシアについて, 同シリーズから出版された 旧版

(全三巻)の内容とは, かなり趣をことにしている｡

旧初版は,1956年に, StephenW.Reedによって

編集され,1959年には, JohnCooksonなどにより

改訂されている｡いずれも限定版であり,内容も百科

全書的で,貴重な資料を含んではいるが,現代インド

ネシアの複雑な諸問題を理解するためには,欠ける所

が多い｡ しかし,本書は,問題重点的にインドネシア

全体の分析概観を試みている諸論文によって構成され

ている｡ 執筆者も地理学の Karl∫.Pelzer.人類学

の HildredGeertz,華僑研究の G.William Skin-

ner,経済史の DouglasS.Paauw,労 働 問題 の

EveretD.Hawkins,歴史の RobertvanNiel,政

治史の HerbertFeith,文学のAnthonyH.Johns,

芸術の MantleHoodと, 夫々の分野の専門家が担

当しているほか,本書の内容に関するコンサルタント

を見 ても, Henry∫.Benda,JohnM.Echols,

ChiffordGeertz,BenjaminHiggins,ClaireHolt,

GeorgeMcT.Kahin,∫.D.Legge,DanielS.Lev

など,アメリカの現代インドネシア研究の総力を結集

した観さえある｡

若干の論文の内容を紹介してみよう｡ Pelzerの自

然 ･人的資源に関する論文は, 気象と植物資源の 関

係,鉱物資源の分布,貯蔵量や人口の増加,移動,分

布について論じ,中でも前世紀の人口増加は,衛生状

態の改善によるよりも,人口調査技術の発達によると

の指摘は,興味深い｡ Geertzの文化についての論文

にも,インドネシア全体を統一的に概観する努力が見

られ,特に文化の地域的,階層的な違いを,大都市の

metropolitansupercultureと新中産層や農民の文

化の対比において, 統一的に理解 しようとする試み

は,インドネシア社会 全体の基礎構造を理解 する上

に,有益な方法と考えられる｡ Skinnerの華僑に関

する論文で注目されるのは, 華僑分布の概数であろ

う｡この問題には,土着文化-の華僑の同化の程度が

当然ひっかかる｡同化の程度と内外の政情変化にとも

なう華僑の政治志向との関連の分析も,示唆する点が

少なくない｡農業については, Pelzerが執筆 してい

るが,新しい資料にもとづき,農地と農産物,人口と

土地所有の問題などが取り挙げられ,未だ重要な経済

活動であるインドネシアの農業の発展のためには,政

府による組織的,科学的技術の導入が必要であると,

Pelzerは主張する｡Paauw は, 植民地経済体制か

ら ｢指導 された経済体制｣(EkonomiTerpimpin)

までの推移過程を多角的に論じ,Hawkinsは,民族

主義運動の指導期より重要な役割を演じた労働組織に

まつわる諸問題を論じ,労働組織は,比較的安定 して

いるものの,労働意欲の低いことが,今後の問題の一

つとなるであろうことを指摘している｡

いずれも,現代インドネシアを理解する上に有益な

力作ばかりである｡ (口羽益生)

Geert2:,Clifford:PeddlersandPrinces,
SocialChangeand Economic Atoderniza-
tioninTwo Indonesian Towns.ThetJn-

iverSity ofChicago PreSB,Chicago and
London.1963.j坤.157

伝統社会から,経済が比較的優位を占める近代社会

-の移行過程が,抽象レベルの高い二分法 (伝統主義

対合理主義など)によって理解される時,屡々伝統社

会内部の特殊性は無視され勝ちである｡しかし,伝統

社会の内容は,必ずしも一様ではない｢ ｢伝統｣から

｢近代｣-の変容過程は,｢伝統｣の在り方によって可

成り異なっている｡この事実に視角を合せて,Geertz

は,本書で,東部ジャワの Modjokuto(仮名)町と

バリ島南西の Tabanan町を比較する｡夫々の町の特

徴を巧みに浮き彫りにした鮮かな筆致による比較叙述

の仕方も大いに参考になるが,一国の経済発展の理解

のために,特定地域の集約的研究は,どのような方法

で貢献 し,又どのような点に着眼すべきかなどに関す

る彼の卓見は,同様の問題に関心を持つ者にとって,

極めて有益である｡

Modjokutoに関する Geertzの秀れた諸研究は,
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